
ほけんだより  
令和４年 11月 

青梅みどり第一保育園 

 これからの季節、小さな子どもたちの中で流行する病気の一つに嘔吐や下痢を主症状とした胃腸炎があり

ます。集団生活の中で嘔吐や下痢をする子がいると、あっという間にクラス内で感染します。これくらい…と

思ってしまいますが症状がある場合は必ず受診をし、症状がなくなって 24時間が経ち、普段の食事が食べら

れることを確認してから登園するよう、ご協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもが吐いた時、原因を考えてみましょう！ 

□ お腹を痛がる、また下痢をしていないか? □ 食べすぎや飲みすぎはなかったか？ 

□ 吐く前に頭やお腹を打っていないか？   □ 吐く前に食べたものは何だったか？ 

□ 熱はないか？                  □ 身の回りで嘔吐や下痢が流行っていないか？ 


